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この原稿を書いている 1月末，今
年の冬は北極から降りてくるとても
低温の寒気が南下して，さらに南岸
低気圧の微妙なコース取りの結果，
日本各地および 1月としては東京に
64 年ぶりの大雪を降らせました。
東京に通勤しているため，降雪の
当日雪が降り始めたのは昼過ぎごろ
でしたが，この日は異例の社内一斉
放送が流れて，「業務に支障がない
場合は早退してください……」交通
の乱れを予想して三々五々に帰り支
度をして帰路に就く社員が増えて，
就業時間近くには 9割近くが退社し
ました。私も窓外の積雪具合を見る
と自分の住んでいる埼玉県北部はか
なりの積雪が予想されたため 16 時
ごろには退社しましたが，時すでに
遅く，地下鉄は超満員で朝の通勤
ラッシュ以上に混雑していました。
やっとの思いで自宅にたどり着いた
のはいつもより 1 時間近く多く掛
かってしまいました。連日の積雪予
報が出ていたにも関わらず，当日ま
で早退の判断が遅く大混乱になって
しまったのは日本の会社，学校など

の判断が遅いことが原因です。海外
では雪の予報が前日までに出ていて
交通機関に影響がある場合は，その
時点で会社や学校を休みにするなど
対処するため日本のような混乱が起
きないような国々もあると聞いてい
ます。
今月号は「安全対策・労働災害防
止」特集です。日頃の安全活動の一
つに危険予知が定着しています。事
前に積雪を想定して対策を立てるこ
とが重要なのだと改めて感慨をめぐ
らせました。
建設業は依然，災害で亡くなる人
が全産業で一番多い業種です。高齢
者が多くなりまた比較的経験の浅い
作業者の安全に対する感性（危険予
知能力）が低下しているように感じ
られます。今月の特集にはVRを用
いた安全教育に関する報文や，ICT
技術を応用した安全装置付きの重機
など，安全教育や安全対策策定の参
考にしていただける内容を取り上げ
ています。是非ご自分の仕事に生か
していただければ幸いです。
最後になりましたが，お忙しいな
か快くご寄稿いただきました執筆者
や関係者の皆様に，心から御礼申し
上げます。  （加藤・上田）

3 月号「自然再生，自然景観，都市景観特集」予告
・自然再生の現状と今後の推進　・ポーラスコンクリートによる珊瑚礁の再生　・UR都市機構
の生物多様性ネットワーク構築への取り組み　・八幡湿原自然再生事業　・生態系保全のため夜
間照明に LED照明を全面採用　・エコロジカル・ランドスケープ概論　・日立市の河原子海水
浴場付近での侵食と今後の方策　・養浜による海岸再生　・宮中取水ダム魚道構造改善事例
・植生基盤材料を目指した牡蠣殻ポーラスコンクリートの開発　・建設工事における代償ビオトー
プの創出　・川が川の形をつくる　・踏まれても枯れにくい駐車場緑化技術の開発
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